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賂力現象が緩和過番に与 える影響を調べる一つの方法 として菊池氏の方法

がある凸* この方法では .系の状態変化の道簸 (path)をい (つかの

par_a-聡terSで指定 して ･磯 率が最大 となるように pathを決定するO こ

うして蓬 められた pat血は ･､孝が平衡虹近い時は藤可逆過春熱力学の諸原理

をみたし,平衡では平衡系統計力学でえられる結果を与 えるニ'こあ方法は最

初 Ismgmode!で β-brass塑合金の緩和現象に適用され 18ethe近似

で長距離相関 と短距離相関の緩和が調べ られたaその結果 ･平衡の近 くで ･

curie点 の上では ,両者は相互に独立の援和週番をたどるが一.curie息

の下 では ,(特に低温で )互いに強 <co･dpleする尊が示 されたQ緩和時

間は .長距離相関の方はCurie点で無限大にな り.短画報相関の方は有限

で連続になる.n 低塩では非常に早 い援和週番 と非常に遅い緩和過程の

superpQSitionで菜わ される凸
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いろいろの量の .平衡 妖態への緩和時間が .転移点近傍で異 常紅長 (なる
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